
 

物  質  名 過塩素酸アンモニウム ＤＢ－12 

別  名 － 構 造 式 

 

CAS 番号 7790-98-9 

PRTR 番号 － 

化審法番号 1-220 

分子式 H4ClNO4 分子量 117.49 

沸点 － 融点 － 

蒸気圧 2.81×10
-11 

mmHg（25℃、推定値）1)
 換算係数 1 ppm = 4.81 mg/m

3（25℃） 

分 配 係 数（log Pow） －5.84（推定値）2)
 水溶性 2×10

5
 mg/L（25℃、実測値）3)

 

急 性 毒 性 
 
 以下に本物質のみの有害性情報を記載した。 
 

 動物種 経路 致死量、中毒量等  

 マウス 経口 LD50 1,900 mg/kg
 4)

  

 ラット 経口 LD50 3,500 mg/kg
 4)

  

 ラット 経口 LD50 4,200 mg/kg
 4)

  

 ラット 吸入 LC > 300 mg/m
3
 
4)

  

 マウス 吸入 LC > 300 mg/m
3
 
4)

  
 

中 ・ 長 期 毒 性 

・雄ラットに 0、0.1、1、3、10 mg/kg/day（過塩素酸イオンとして）を 14 日間飲水投与した結

果、0.1 mg/kg/day 以上の群で血清中の TSH 濃度の上昇、1 mg/kg/day 以上の群で血清中の T4

濃度の低下を認めた 5)。この結果から、LOAEL を 0.1 mg/kg/day（本物質換算：0.12 mg/kg/day）

とする。 

・ラットに 0、0.01、0.05、0.2、1、10 mg/kg/day を 14 日間飲水投与した結果、0.01 mg/kg/day

以上の群の雄で血清中の T3 濃度の低下、0.05 mg/kg/day 以上の群の雌及び 0.2 mg/kg/day 以上

の群の雄で血清中の TSH 濃度の上昇、10 mg/kg/day 群の雌雄で血清中の T4 濃度の低下、雄

で甲状腺重量の増加を認めた 6)。この結果から、LOAEL を 0.01 mg/kg/day とする。 

・ラットに 0、0.01、0.05、0.2、1、10 mg/kg/day を 90 日間飲水投与した結果、0.01 mg/kg/day

以上の群の雌雄で血清中の T3、T4 濃度の低下、0.2 mg/kg/day 以上の群の雄及び 10 mg/kg/day

群の雌で血清中の TSH 濃度の上昇、10 mg/kg/day 群の雌雄で甲状腺重量の増加を認めた 6)。

この結果から、LOAEL を 0.01 mg/kg/day とする。 

生 殖・発 生 毒 性 

・ラットの雌に交尾前 2 週から哺育 10 日まで 0、0.01、1、30 mg/kg/day（過塩素酸イオンとし

て）を飲水投与し、無処置の雄と交尾させて出産させた結果、0.01 mg/kg/day 以上の群で妊娠

期間、着床数、胎仔数、出生仔の生存率等への影響はなかった。母ラットでは 0.01 mg/kg/day

以上の群で TSH、T4 の濃度の上昇、1 mg/kg/day 以上の群で甲状腺濾胞細胞の過形成の発生

率増加、30 mg/kg/day 群で甲状腺重量の増加を認めた。出生仔では、0.01 mg/kg/day 群以上で

甲状腺重量の増加、TSH、T4 の濃度の上昇を認めたが 7)、著者らは母ラットの 0.01 mg/kg/day

以上の群及び出生仔の 0.01 mg/kg/day 群以上で TSH、T4 の濃度の上昇がみられたが、適応反

応と結論している。この結果から、母ラットの NOAEL を 0.01 mg/kg/day（本物質換算：0.012 



mg/kg/day）、出生仔の LOAEL を 0.01 mg/kg/day（本物質換算：0.012 mg/kg/day）とする。 

・ラットの雌に交尾前 2 週から哺育 10 日まで 0、0.01、0.1、1、30 mg/kg/day（過塩素酸イオン

換算）を飲水投与し、無処置の雄と交尾させて出産させた結果、0.01 mg/kg/day 以上の群で体

重、妊娠期間、胎仔数、出生仔の生存率等に影響はなかった。出生仔の脳の重量や形態を計

測した結果、0.01 mg/kg/day 以上の群で脳重量への影響はなかったが、哺育 10 日の剖検では

0.1、1 mg/kg/day 群の雄の脳梁の厚みの増加がみられた。また、母ラットに 0、0.1、1、3、10 

mg/kg/day を妊娠 0 日から哺育 10 日まで飲水投与した結果、0.01 mg/kg/day 以上の群で一般状

態、剖検の結果に影響はみられず、出生仔の自発運動量の検査の結果でも、0.01 mg/kg/day 以

上の群で影響はなかった 8)。 

ヒ ト へ の 影 響 

・エーロゾルは眼、皮膚、気道を刺激する。眼に入ったり、皮膚に付くと、発赤、痛み、経口

摂取すると灼熱感、吐き気、嘔吐、下痢、吸入すると咳を生じる。長期または反復ばく露す

ると、甲状腺に影響を与え、甲状腺ホルモンレベルを低下させることがある 9)。 

・本物質製造工場で本物質のばく露を受けている労働者 18 人を対象として甲状腺機能を調査し

た結果、平均ばく露量は 36 µg//kg/day であり、T3 レジン摂取率、血清中の T4 濃度等への影

響はなかった。また、累積ばく露量（推定値）と T3 レジン摂取率、血清中の T4 濃度等との

関連もみられなかった 10)。 

・本物質製造工場の労働者 37 人（男性 35 人、女性 2 人）を対象とした横断研究では、呼吸域

の本物質のばく露量から労働者を 3 群（過塩素酸イオン換算で平均ばく露量は各々 0.337 mg/

日、6.57 mg/日、59.4 mg/日）に分けて、対照群（同じコンビナート内のアジ化ナトリウム製

造の労働者）と甲状腺機能を比較した結果、本物質のばく露を受けた労働者（3 群）と対照

群との間に有意差はなかった。なお、対象者の尿中ヨウ素濃度の測定結果から、ヨウ素の欠

乏している者はいないことが示唆された 11)。 

発 が ん 性 

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許 容 濃 度 
 

 ACGIH －  

 日本産業衛生学会 －  
 

暫 定 無 毒 性 量 等 の 設 定 

 経口ばく露については、ラットの生殖・発生毒性試験から得られた LOAEL 0.01 mg/kg/day（過

塩素酸イオンとして(本物質換算：0.012 mg/kg/day)）（出生仔の甲状腺重量の増加）を採用し、

LOAEL であることから 10 で除し、試験期間が短いことから 10 で除した 0.00012 mg/kg/day を

暫定無毒性量等に設定する。 

吸入ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
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